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中国に伝存する日本古写仏典―高山寺旧蔵本を中心
として―





その他のタイトル Chugoku ni denzon suru nihon kosha butten:













OHPl甘 図附032中 阿含経巻49「 一切経南都善光院」朱印(端 裏)
敦煌本の中に混 じっていても、このように日本の蔵経印のあるものは容易に区別される。



















奥書や経蔵印が無 くても、書誌的に明らかに日本写経(11世 紀後半)と して区別される例
である。
OHP2敦 研附〇七三 妙法蓮華經巻第一(局 部 ・日本式装被)
OHP3浙 敦064(浙 博039)大 般若経巻67
跋文にある如 く、中国の蔵書家は唐写敦煌経 とし、 日本の古筆鑑定家は日本写経 として意見
が別れた例である。光緒壬寅は1902年 であるので、敦煌経 と見做すことは無理で、 日本の奈
良前期写経 または古 く日本に伝世 した初唐写経かと思 われたが、原本を拝見すると、奈良前
期写経の如 くである。北京の国家図書館蔵14774四 分律巻14も 、楊守敬は古 く日本に
伝世した唐経としているが、 日本の奈良中期写経かと見做 される。



















47大 乗 理趣六波羅蜜 多経巻6
51文 殊 師利根 本儀軌経巻2
53三 教勘注抄巻6
54止 観密 法巻上

























この 「高山寺」及び 「方便智院」朱印は有名なものであるが、希に偽印が存する(東 洋文庫
蔵岩崎本五B3大 毘盧遮那成仏神変加持経3巻 等)。
序でに、敦煌本には20世 紀に作 られた偽写本が多 く存在するが、 日本古写経の偽写本は
少ない。但 し、少数なが ら存在することは事実であ り、例えば北京の国家図書館蔵1477
3の 天平十二年五月一 日経の奥書は偽写本である。但 し、これは奥書部分のみが別紙の偽写
本で、本体は日本の9世 紀写経である。
また、「高山寺方便智院」朱印が上海図書館823901仏 説阿弥勒陀経 にある。
また、高山寺 「十无盡院」朱印が上海図書館812415仏 生会講式 にある。
また、高山寺 「栂尾山善財院」朱印が済南の張先生旧蔵7毘 沙門天王経 にある。
また、高山寺 「栂尾山地蔵院本」朱印が済南の張先生旧蔵59山 王講略式 にある。
また、高山寺 「報恩院」朱印が済南の張先生旧蔵60説 戒日記 にある。
また、識語に高山寺関係者名等が見え、高山寺旧蔵本であることが知 られるものが、上海
図書館蔵























OHP6高 山寺蔵重文1部 一247号 高山寺経蔵聖教内真言書 目録1251写
に記載 されている聖教その ものであることを示すので、高山寺旧蔵本であることが明白であ
る。同時に、この聖教が高山寺経蔵のどの部分に所属 していたのかも知られるのである。
OHP6高 山寺蔵重文1部 一247号 高山寺経蔵聖教内真言書目録
1250～1251年 頃に高山寺では、華厳経学を中心として唐写本、宋版を含む896
点の聖教典籍の目録である重文1部 一244号 高山寺聖教 目録、 また真言関係の1468
点の聖教の目録である重文1部 一247号 高山寺経蔵聖教内真言書 目録、 また密教関係書
を中心 として高山寺の公的な経蔵であった法鼓台の1681点 の聖教の目録である重文1部
一245号 及1部 一193号[4]法 鼓台聖教目録、及び数種の私的な目録が作成され、今
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日に伝えられている。更に、15世 紀の方便智院の目録や、17世 紀 になって、それ らの古
目録を集大成 して2回 に亘り総点検(イ ンスペクション)を した目録 も残されている。そし
て、1970年 代に経蔵の現存総:目録 『高山寺経蔵典籍文書 目録亅第一～第四が高山寺典籍文書
綜合調査団によって刊行されたので、13世 紀初めの草創期か ら現代 に至る高山寺経蔵の経
緯が知 り得るようになっている。従って、山外 に流出して中国に伝存 している高山寺旧蔵書
の本来の役 目を知る上で大 きな便宜が得 られる。高山寺旧蔵書に限らず、特に仏典は、何れ
の経蔵の何れの性格の ものであったかに注意する必要があるのである。
詳 しくは次の報告書をご覧いただきたい。
石塚晴通代表編 『学芸複合構造体(コ ーパス)と しての寺院経蔵の綜合的研究一高
山寺の場合を例として一亅1993.3(科 研:基 盤A1報 告書)
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